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cover story
　東日本大震災では，地震と津波により多くの尊い人命が失

われるとともに，家屋の損壊や鉄道，道路といった社会を支

える基本的なインフラにも甚大な被害が生じました。

　震災から間もなく５年を迎えようとしている現在，内陸部

の復旧工事は落ち着きを見せ始めていますが，未だ沿岸部で

は道路の復旧や堤防の建造，さらに新たな建物の建築といっ

た大規模工事が進められています。また，それに伴い，宮城

県内ではがれき類が年間約293万トン（うち，震災関連約

123万トン）発生し，大部分はリサイクルされているものの，

約４万１千トンが埋立処分され，将来的には最終処分場の残

余容量が懸念されるところです。（平成26年度宮城県産業

廃棄物実態推定業務報告書（平成25年度推計結果））

　本号では，土木工事等に多く使われる生コン由来の廃棄物

処理の課題に対して，県内で先駆けて再資源化技術を導入し

産業廃棄物排出ゼロへ挑む事業者，古くからの建築技術を尊

重し古民家の再生を行う事業者，県外の先進的なバイオマス

事業などを御紹介します。
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田
園
風
景
も
美
し
い
大
和
町
鶴
巣
。
こ
こ

に
県
内
で
も
先
進
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を

導
入
し
た
生
コ
ン
工
場
が
あ
る
。

　

そ
の
工
場
は
株
式
会
社
吉
田
レ
ミ
コ
ン
仙

台
工
場
。
建
設
資
材
専
門
商
社
で
あ
る
株
式

会
社
吉
田
産
業
の
子
会
社
と
し
て
、
生
コ
ン

の
製
造
販
売
を
行
う
工
場
で
あ
る
。

　
「
当
工
場
で
は
平
成
25
年
に
高
性
能
型
プ

ラ
ン
ト
ミ
キ
サ
ー
を
導
入
し
て
お
り
、
短
時

間
で
生
コ
ン
の
混
練
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

セ
メ
ン
ト
を
多
く
配
合
す
る
た
め
に
粘
性
が

高
い
特
殊
配
合
の
高
強
度
生
コ
ン
に
も
対
応

可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
生
コ
ン
品
質
に
つ
い

て
は
、
当
社
も
加
盟
し
て
い
る
「
全
国
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
」
の
「
品
質
監
査
制

度
」に
基
づ
き
、年
１
回
の
監
査
が
あ
り
、「
監

査
合
格
証
」（「
○
適
」
マ
ー
ク
）
を
取
得
し

て
い
ま
す
。」
と
工
場
長
の
鈴
木
宏
武
氏
は

同
工
場
の
特
徴
を
語
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
新
の
生
コ
ン
工
場
で

も
業
界
共
通
の
あ
る
問
題
と
無
縁
で
は
な

い
。
そ
の
問
題
と
は
、「
残
コ
ン
」
及
び
「
洗

浄
廃
水
」
処
理
の
問
題
で
あ
る
。

「
残
コ
ン
」
及
び

「
洗
浄
廃
水
」
処
理
問
題
と
は
？

　

現
代
生
活
を
支
え
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
。
金
属
の
骨
組
み
で
あ
る
「
鉄
筋
」
と
人

工
の
岩
と
も
言
え
る
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
を

組
み
合
わ
せ
、
圧
縮
に
も
引
っ
張
り
に
も
高

い
強
度
を
発
揮
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、
高
速
道
路
や
橋
梁
、
地
下
鉄
、
高
層
ビ

生コン廃棄物リサイクルの新展開
株式会社吉田レミコン
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ル
や
ダ
ム
と
い
っ
た
大
規
模
構
造
物
を
建
造

す
る
主
要
な
建
築
素
材
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。

　

街
の
至
る
所
に
見
ら
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
建
物
に
は
、
当
然
な
が
ら
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
不
可
欠
の
素
材
だ
が
、
現

在
は
工
場
で
予
め
セ
メ
ン
ト
と
骨
材
（
砂

や
砂
利
）
に
水
を
練
り
合
わ
せ
た
「
生
コ

ン
（Ready M

ixed Concrete
、
レ
ミ
コ

ン
と
も
言
う
）」
を
工
事
現
場
ま
で
運
び
、

鉄
筋
を
囲
ん
だ
型
枠
内
へ
流
し
込
み
（「
打

設
」
と
い
う
）
固
化
さ
せ
る
工
法
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
コ
ン
は
工
場
生

産
さ
れ
る
た
め
、
材
料
を
正
確
に
計
量
し
混

練
可
能
で
品
質
が
安
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

現
場
で
練
り
混
ぜ
る
必
要
も
な
い
た
め
、
工

事
の
手
間
や
コ
ス
ト
も
省
け
る
と
い
う
優
れ

た
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
に
は

全
国
で
年
間
約
９
４
０
０
万
立
方
メ
ー
ト

ル
（
約
２
億
１
６
２
０
万
ト
ン
）、
宮
城
県

で
は
年
間
約
３
０
５
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
約

７
０
１
万
ト
ン
）
の
出
荷
量
が
あ
る
（
全
国

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合
連
合
会
「
出
荷

実
績
の
推
移
」）。

　

一
方
、
各
工
事
現
場
で
は
打
設
時
に
生
コ

ン
が
不
足
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
実
際
に

必
要
な
生
コ
ン
量
よ
り
余
分
に
発
注
さ
れ
る

こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て

余
分
に
発
注
さ
れ
、
結
果
的
に
使
わ
れ
な

か
っ
た
生
コ
ン
が
「
残
コ
ン
」
と
な
り
、
そ

の
発
生
量
は
発
注
さ
れ
た
生
コ
ン
の
少
な
く

と
も
２
～
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
国
で
は
少
な

く
と
も
年
間
１
５
０
～
２
０
０
万
立
方
メ
ー

ト
ル
（
３
４
５
～
４
６
０
万
ト
ン
）
に
達
す

る
と
い
う
推
計
も
あ
る
。
ま
た
、
生
コ
ン
の

出
荷
に
使
わ
れ
る「
ミ
キ
サ
ー
車（
ア
ジ
テ
ー

タ
車
と
も
呼
ば
れ
る
）」
が
生
コ
ン
工
場
へ

戻
っ
た
際
に
は
、
ミ
キ
シ
ン
グ
ド
ラ
ム
内
を

水
洗
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混
じ
り
の

廃
水
が
発
生
す
る
。
こ
う
し
て
発
生
し
た
残

コ
ン
や
洗
浄
廃
水
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
再
利

用
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
産
業
廃
棄
物
と
し
て

処
理
さ
れ
て
お
り
、
生
コ
ン
事
業
者
の
コ
ス

ト
上
昇
要
因
と
も
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
近
年
、
残
コ
ン
や
洗
浄
廃
水
か
ら

水
を
分
離
す
る
と
と
も
に
、
粒
状
の
再
生
砕

石（
Ｒ
Ｃ
―
40
）の
原
料
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
固
化
物
も
生
み
出
す
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル

設
備
が
登
場
し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
、
既

に
い
く
つ
か
の
生
コ
ン
工
場
で
残
コ
ン
及
び

洗
浄
水
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
の
導
入
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
最
新
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
を
平

成
25
年
度
の
宮
城
県
補
助
事
業
を
活
用
し
て

導
入
し
た
生
コ
ン
工
場
の
一
つ
が
、
吉
田
レ

ミ
コ
ン
仙
台
工
場
で
あ
る
。

残
コ
ン
及
び

洗
浄
廃
水
の
リ
サ
イ
ク
ル

　

業
界
共
通
の
課
題
と
も
言
え
る
残
コ
ン
及

び
洗
浄
廃
水
の
発
生
状
況
と
そ
の
対
策
に
つ

い
て
、
鈴
木
工
場
長
に
話
を
伺
っ
た
。

　
「
年
度
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
弊
社

で
も
生
コ
ン
出
荷
量
の
２
～
３
パ
ー
セ
ン
ト

が
残
コ
ン
に
な
り
ま
す
。
発
生
原
因
は
、
主

に
生
コ
ン
を
打
設
す
る
際
に
生
コ
ン
が
不
足

し
な
い
よ
う
に
、
発
注
側
が
生
コ
ン
発
注
量

を
余
分
に
見
込
む
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
以

前
か
ら
弊
社
で
は
現
場
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
、
発
注
精
度
を
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

残
コ
ン
の
削
減
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
中
、
残
コ
ン
及
び
洗
浄
廃
水
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
水
分
を
分
離
す
る
装
置
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
さ
ら
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

固
化
物
を
破
砕
、
分
級
し
、
再
生
砕
石
Ｒ
Ｃ

―
40
を
製
造
す
る
た
め
の
破
砕
設
備
と
合
わ

せ
て
導
入
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。」

　

そ
れ
で
は
、
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
処
理
設

備
導
入
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。

　
「
当
工
場
は
残
コ
ン
発
生
量
が
年
間

２
０
０
０
ト
ン
を
越
え
る
大
量
排
出
事
業
者

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
リ
サ
イ
ク
ル
設
備

導
入
に
よ
っ
て
生
コ
ン
に
起
因
す
る
廃
棄
物

排
出
は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
残
コ
ン
は
毎

日
発
生
し
て
い
る
た
め
、
導
入
設
備
も
ほ
ぼ

毎
日
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
便
利
に

使
っ
て
い
ま
す
。
通
常
、
洗
車
場
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
の
設
備
に
つ
い
て
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
破
砕

機
も
単
純
な
構
造
な
の
で
、
特
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
苦
労
し
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
分

離
回
収
し
た
水
（
上
澄
水
）
も
全
量
生
コ
ン

混
練
水
と
し
て
再
利
用
し
て
お
り
、
工
場
外

へ
の
排
水
は
あ
り
ま
せ
ん
。」

　

残
コ
ン
及
び
洗
浄
廃
水
由
来
の
Ｒ
Ｃ
―
40

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
「
弊
社
の
Ｒ
Ｃ
―
40
は
、
色
味
が
均
一
な

た
め
評
判
は
良
い
で
す
。
他
社
製
の
再
生
砕

石
で
は
瓦
等
が
混
入
し
て
い
る
た
め
品
質
が

不
均
一
の
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、弊
社
で
は
、

一
切
混
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弊
社
の
Ｒ
Ｃ
―

40
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
住
宅
で
の
利
用
が

多
く
、
生
コ
ン
打
設
前
に
基
礎
の
下
に
敷
く

砕
石
の
代
替
材
料
と
し
て
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
販
売
価
格
は
工
場
渡
し
で
10
ト

残コン処理装置
再生コンクリート破砕設備
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ン
車
１
台
３
０
０
０
円
と
し
て
お
り
、
平
成

27
年
の
生
産
量
は
約
２
０
０
０
ト
ン
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。」

　

一
方
、
設
備
の
投
資
回
収
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
伺
う
と
、

「
残
コ
ン
処
理
の
努
力
に
つ
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
、
ゼ
ネ
コ
ン
等
か
ら
の
発
注
時
に
有

利
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
処
理
装
置
自
体
の

設
備
費
が
比
較
的
高
額
だ
っ
た
た
め
、
コ
ス

ト
削
減
に
寄
与
し
て
い
る
と
も
言
い
難
い
の

が
現
状
で
、
正
直
に
言
え
ば
、
設
備
の
減
価

償
却
が
終
わ
る
ま
で
は
少
々
大
変
で
は
あ
り

ま
す
。
Ｒ
Ｃ
―
40
の
売
上
は
導
入
設
備
の
投

資
回
収
に
充
て
て
い
ま
す
が
、
投
資
回
収
期

間
と
し
て
は
Ｒ
Ｃ
―
40
の
売
上
と
産
廃
処
理

費
用
の
削
減
分
を
合
わ
せ
て
10
年
程
度
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
処
理

装
置
に
つ
い
て
は
、
商
売
と
し
て
利
益
を
上

げ
る
た
め
に
導
入
し
た
装
置
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。」
と
鈴
木
工
場
長
は
語
る
。

補
助
事
業
と
の
出
会
い

　

一
方
、
平
成
25
年
当
時
、
鈴
木
工
場
長
は

県
の
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
導
入
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
と
言
う
。

　
「
弊
社
が
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
リ
サ
イ
ク

ル
設
備
導
入
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

『
み
や
ぎ
産
業
廃
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
設
備
整

備
事
業
』
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
県
環
境
政

策
課
の
三
関
俊
之
環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
が
当
工
場
を
来
訪
さ
れ
た 鈴木工場長

対　象　者：県内に事業所を有する事業者

対 象 設 備：産業廃棄物の発生抑制・再使用・
　　　　　再資源化等を行うための設備

補助上限額：2000万円

補　助　率：２分の１以内

みやぎ産業廃棄物３Ｒ等
推進設備整備事業

対　象　者：県内に事業所を有する事業者
補 助 対 象：産業廃棄物の発生抑制・再使用・

　　　　　再資源化に関する研究開発
補助上限額：条件により年間500万円・

　　　　　700万円・750万円
補　助　率：２分の１以内又は３分の２以内

３Ｒ新技術研究
開発支援事業【事業概要】

生コンクリート製造業。
「皆様のニーズに適切に対応し，最適
なパートナーとしてサポートします。」
【所在地】黒川郡大和町

鶴巣幕柳字宇津野２
【電　話】022－ 343－ 2311
【ＵＲＬ】
http://miyagi-resoil.com/aboutus.html

株式会社吉田レミコン
仙台工場

際
に
、
弊
社
の
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
リ
サ
イ

ク
ル
設
備
導
入
構
想
の
相
談
に
乗
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
応
募
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
実
は
、
弊
社
で
は
、
仙
台
市
宮
城
野

区
の
「
宮
城
リ
・
ソ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
」
で
無

機
汚
泥
の
再
資
源
化
事
業
も
営
ん
で
お
り
、

平
成
24
年
度
か
ら
県
の
『
３
Ｒ
新
技
術
研
究

開
発
支
援
事
業
』
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま

し
た
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
関
連
か
ら
三
関

Ｅ
Ｉ
Ｃ
が
仙
台
工
場
へ
来
訪
さ
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
弊
社
で
残
コ
ン
・
洗

浄
廃
水
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
導
入
後
に
、
三
関

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
提
案
で
弊
社
も
加
盟
す
る
「
仙
台

地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
」
組
合
員

企
業
向
け
に
、
弊
社
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
の
見

学
と
県
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
紹
介
す
る
場

も
設
け
ま
し
た
。」

残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
処
理

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
展
開
に
向
け
て

　

最
後
に
、
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
鈴

木
工
場
長
へ
伺
っ
た
。

　
「
弊
社
で
は
、
残
コ
ン
・
洗
浄
廃
水
処
理

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
更
な
る
展
開
と
し
て
、

他
社
か
ら
残
コ
ン
を
受
け
入
れ
、
中
間
処
理

及
び
再
資
源
化
を
行
う
た
め
の
検
討
も
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
性
の
検

討
や
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
取
得
と

い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
が
い
く
つ
も
待
ち
受
け
て

い
ま
す
が
、
弊
社
で
は
、
宮
城
リ
・
ソ
イ
ル

セ
ン
タ
ー
で
既
に
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
を

手
が
け
て
い
る
た
め
、
他
社
よ
り
は
有
利
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
本
業
で
あ
る
生

コ
ン
製
造
販
売
事
業
の
動
向
も
見
極
め
つ

つ
、
新
た
な
事
業
展
開
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

現
代
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
生
コ
ン
製
造

業
を
資
源
循
環
型
に
大
き
く
進
歩
さ
せ
る
残

コ
ン
・
洗
浄
廃
水
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、

県
内
へ
の
普
及
拡
大
を
期
待
し
た
い
。
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環境産業振興班が行く①
～北海道編～

１　

牛
ふ
ん
の
メ
タ
ン
発
酵

　
　

に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

　

土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
株
式
会
社

　

帯
広
市
に
拠
点
を
置
く
土
谷
特
殊
農
機
具

製
作
所
株
式
会
社
は
、
ふ
ん
尿
処
理
シ
ス
テ

ム
や
畜
産
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
北
海
道
内

向
け
に
製
造
販
売
を
行
う
企
業
で
す
。
近
年

で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
注
目
し
、

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
設
計
か
ら
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
、一
連
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
手
が
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

は
、
家
畜
の
ふ
ん
尿
な
ど
を
有
益
な
菌
類
の

存
在
す
る
発
酵
槽
に
投
入
す
る
こ
と
で
、
メ

タ
ン
を
発
生
さ
せ
、
こ
の
メ
タ
ン
に
よ
っ
て

発
電
や
熱
利
用
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
が
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
に
着
手
し
た
の
は
、
平
成
17
年
と

の
こ
と
。
今
か
ら
10
年
前
ま
で
遡
り
ま
す
。　

　

当
時
の
十
勝
地
方
で
は
、
宮
城
県
の
よ
う

に
畜
産
農
家
一
戸
あ
た
り
が
大
規
模
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
量
の
ふ
ん
尿
の
処
理
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
従
来
は
、
堆
肥

化
さ
れ
、
適
正
に
循
環
し
て
い
た
も
の
が
、

増
頭
に
よ
り
大
量
に
排
出
さ
れ
た
た
め
、
一

地
域
で
は
堆
肥
の
活
用
が
ま
ま
な
ら
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、堆
肥
化
以
外
に
も
、

畜
産
農
家
に
と
っ
て
収
益
性
が
向
上
す
る
よ

う
な
処
理
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
社
が
考
案
し
た
の
が
ふ
ん
尿

を
活
用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
で
し
た
。
国

や
北
海
道
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
バ
イ
オ
ガ

ス
プ
ラ
ン
ト
が
順
調
に
稼
働
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
電
気
の
買
取
価
格

は
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
７
円
ほ
ど
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
事
業
の
採
算
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
一
時
は
下
火
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た

固
定
価
格
買
取
制
度
を
受
け
て
、
バ
イ
オ
ガ

土谷特殊農機具製作所

バイオマスプラント

　宮城県の畜産業は，農業産出額の約35パーセントを占め，主要な産業の一つとなっています。しかし，
高齢化や後継者不足のため農家数は減少しており，農家１戸当たりの生産量を増やすなどして，収益を上
げる取組が行われています。一方で，生産量の増加に伴い，今後は，局所的に大量発生する家畜ふん尿の
処理が課題となることが懸念されます。
　北海道の十勝地方は，乳用牛と肉用牛の飼養頭数の合計が，全国の約１割強を占める大規模な畜産地域
です。そのため，この地域では，家畜ふん尿の活用が盛んに行われており，畜産系バイオマスのエネルギー
利用も行われています。
　県環境政策課環境産業振興班では，この先進地とも言える十勝地方の取組を宮城県内に普及発展させる
ため，帯広市内において畜産系バイオマスのエネルギー利用に取り組む事業者の現地視察を行いましたの
で，報告します。
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ス
発
電
が
再
び
日
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
に
よ
る
買
取
価

格
が
39
円
に
設
定
さ
れ
た
た
め
、
単
純
に
見

積
も
っ
た
だ
け
で
も
収
益
性
が
５
倍
以
上
に

も
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
政
策
的
な
後
押
し
も
受
け

て
、
現
在
、
北
海
道
内
に
お
い
て
は
、
約
20

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
今
後
も
大
規
模
な

メ
タ
ン
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
し
て
い
く
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
の
プ
ラ
ン
ト
が

十
勝
地
方
に
お
い
て
浸
透
し
て
い
る
大
き
な

理
由
と
し
て
聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
同
社
の

信
頼
性
の
高
さ
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
要
と
な
る
発
電
機
に
は
、
ド

イ
ツ
製
の
製
品
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
不

具
合
等
が
生
じ
た
際
に
は
、
土
谷
特
殊
農

機
具
製
作
所
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
設
備
の
復
旧
が
速
や
か
に
な
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
稼
働
率
が
高
く
、
年
間
稼
働
時
間
が

８
０
０
０
時
間
と
い
う
数
値
を
叩
き
だ
し
て

い
る
の
で
す
。

　

海
外
製
の
製
品
を
使
用
し
て
い
る
プ
ラ
ン

ト
で
は
、
修
繕
の
た
め
に
要
す
る
時
間
や
割

高
な
経
費
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
実
は
、
土
谷
特
殊
農
機
具

製
作
所
に
お
い
て
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い

ま
し
た
が
、
自
社
の
技
術
者
の
研
修
な
ど
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
設
計
か
ら
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
こ
と
を
可
能
と

し
た
の
で
す
。

　

土
谷
雅
明
専
務
取
締
役
は
次
の
よ
う
に
語

り
ま
す
。

　
「
固
定
価
格
買
取
制
度
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
は
、
電
力
会
社
の
制
約
が
あ
り
、
全

て
の
畜
産
農
家
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
ふ
ん
尿
処
理
と
し
て
も
立
地
条
件
が

あ
り
、
慎
重
な
営
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。」

　

こ
の
言
葉
か
ら
、
自
社
の
利
益
を
追
求
す

る
の
み
で
は
な
く
、
顧
客
で
あ
る
畜
産
農
家

が
メ
リ
ッ
ト
を
産
み
出
せ
る
よ
う
な
提
案
を

行
う
と
い
う
経
営
方
針
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
営
方
針
が
評
価
さ
れ
、
土
谷

特
殊
農
機
具
製
作
所
は
、
平
成
25
年
度
「
新

エ
ネ
大
賞 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
他
に
も
、
同
社
で
は
、

自
然
冷
熱
利
用
の
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
を

手
が
け
て
い
ま
す
。
ア
イ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
と

は
、
寒
冷
期
の
外
気
温
を
利
用
し
て
氷
を
製

造
し
、
一
年
間
を
通
し
て
倉
庫
内
の
温
度
を

零
度
に
保
つ
こ
と
で
、
自
然
の
保
管
庫
と
し

て
活
用
で
き
る
設
備
の
こ
と
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
外
部
か
ら
供
給
す
る
こ
と
が
無
い
た

め
、
自
然
に
優
し
い
保
管
庫
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
勝
地
方
の
畜
産
業
や
寒

さ
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た

事
業
を
行
う
土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
の
更

な
る
活
躍
が
今
後
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

２　

牛
ふ
ん
堆
肥
の
燃
焼
に
よ
る

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

　

エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

　

エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
、

本
社
を
東
京
に
構
え
、
牛
ふ
ん
を
活
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
帯
広
市
に
設
置
し

て
い
ま
す
。プ
ラ
ン
ト
の
お
お
よ
そ
の
設
計
・

設
置
は
完
了
し
て
お
り
、
平
成
28
年
に
は
北

海
道
電
力
と
の
系
統
連
系
を
行
い
、
売
電
事

業
を
始
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、同
社
で
は
、

い
ち
早
く
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
の
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
最
近
で
は
太
陽
光
発
電

設
備
の
工
事
を
行
う
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
が
計
画
し
て
い

る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
メ
タ
ン
発
酵
を
利

用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
直
接
燃
焼
に
よ
る

も
の
で
す
。
た
だ
し
、
燃
料
と
な
る
の
は
牛

ふ
ん
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
牛
ふ
ん
を
堆
肥

化
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
燃
焼
を
行
う
た

め
に
は
、
燃
料
の
水
分
や
カ
ロ
リ
ー
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
た
め
、
同
社
で
は
、
牛
ふ
ん
を

堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、こ
の
課
題
を
克
服
し
、

直
接
燃
焼
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
が
牛
ふ
ん
を
活

用
し
た
発
電
事
業
を
考
案
し
た
き
っ
か
け

は
、
土
谷
特
殊
農
機
具
製
作
所
と
同
じ
よ
う

に
、
十
勝
地
方
に
お
け
る
堆
肥
量
の
過
剰
と

い
う
課
題
の
た
め
で
し
た
。
同
社
で
は
、
直

接
燃
焼
法
の
い
く
つ
か
の
メ
リ
ッ
ト
に
注
目

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
シ
ス
テ
ム
が
比

較
的
安
価
、②
設
置
面
積
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
、

発電機土谷専務取締役
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③
燃
焼
に
よ
る
牛
ふ
ん
の
減
容
が
可
能
と
い

う
も
の
で
す
。
①
の
導
入
コ
ス
ト
に
つ
い
て

は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
③
の
減

容
化
に
つ
い
て
は
廃
棄
物
量
が
削
減
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
処
理
費
用
の
削
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
な
お
、
燃
焼
灰
は
単
に
廃
棄
物
に
な

る
の
で
は
な
く
、
肥
料
と
し
て
有
用
な
成
分

を
含
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
肥
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
こ
で
、
疑
問

が
生
じ
る
の
が
②
の
省
ス
ペ
ー
ス
化
で
す
。

広
大
な
敷
地
を
持
つ
北
海
道
で
、
設
置
面
積

を
考
え
る
必
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
直
接
燃
焼
方
式
は
、
耕
地
面
積
の
狭
い

日
本
に
お
い
て
、
無
駄
の
な
い
理
想
的
な
シ

ス
テ
ム
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

小
森
唯
永
代
表
取
締
役
社
長
は
、
こ
の
よ

う
に
語
り
ま
す
。
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

で
は
、
北
海
道
内
の
展
開
に
留
ま
ら
ず
、
他

地
域
へ
の
応
用
を
見
据
え
て
、
こ
の
プ
ラ
ン

ト
の
設
置
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム

の
違
い
に
よ
り
、
普
及
の
可
能
性
が
決
ま
っ

て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
同
社

の
取
組
か
ら
は
、
全
国
展
開
へ
の
意
気
込
み

を
感
じ
ま
す
。

　

エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
提
案
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
利
点
は
、
発
電
に
よ

る
売
電
収
入
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
電

に
は
熱
が
伴
い
ま
す
が
、
多
く
の
熱
は
大
気

に
放
出
さ
れ
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
こ
の
熱
に
注
目
し
、
植
物
栽
培

な
ど
を
行
う
温
室
ハ
ウ
ス
を
併
設
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

十
勝
地
方
で
は
、
温
室
ハ
ウ
ス
は
あ
ま
り

見
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

十
勝
地
方
の
冬
場
の
平
均
気
温
が
零
度
を
下

回
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
を
暖
か
く
保

と
う
と
す
る
と
燃
料
費
が
か
か
り
す
ぎ
る
と

い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
毎

日
の
発
電
か
ら
排
出
さ
れ
る
熱
が
利
用
可
能

と
な
れ
ば
、
燃
料
費
を
気
に
か
け
る
必
要
は

限
り
な
く
低
く
な
り
ま
す
。
冬
場
に
野
菜
栽

培
等
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、

畜
産
農
家
の
収
益
確
保
の
手
段
が
一
つ
増
え

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

先
進
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
っ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄
の
な
い
活
用
を
行
う
エ

コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
今
後
の
進
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

３　

行
政
の
か
か
わ
り

　

帯
広
市

　

畜
産
農
業
に
関
し
て
先
進
的
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
十
勝
地
方
。
こ
の
よ
う
な
中
、

行
政
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
た
め
、
帯
広
市
産
業
連
携
室
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

十
勝
地
方
で
は
、
強
み
で
あ
る
「
食
」
と

「
農
林
漁
業
」を
中
心
に
地
域
産
業
を
振
興
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
旗
印
と
し
て
「
フ
ー
ド

バ
レ
ー
と
か
ち
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
域
産
業
の
振
興
策
の
一
つ
に
、
バ
イ

オ
マ
ス
を
位
置
づ
け
、「
十
勝
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
」
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
の
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
単
位
で
は
な
く
、“
十
勝
地
方
”

と
し
て
19
市
町
村
全
体
で
活
動
し
て
い
る
こ

焼却炉

発電機

温室ハウス

堆肥乾燥キルン 右から堆肥、乾燥堆肥、焼却灰
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環境産業
振興班が行く②
～愛知編～

　

県
で
は
、
低
炭
素
社
会
や
循
環
型
社
会
の

形
成
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
と
経
済
が
両
立

す
る
「
富
県
宮
城
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
や
廃
棄
物
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
環
境
関
連
産
業
の
集
積
・

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
本
誌
で
も
紹

介
し
て
い
る
事
業
者
向
け
の
補
助
金
を
は
じ

め
、
環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

個
別
企
業
支
援
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
広
報
媒

体
を
通
じ
た
情
報
提
供
な
ど
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
施
策
を
い
か
に
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

県
内
企
業
の
育
成
や
産
業
振
興
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
環
境
産
業
振
興
班
で
は
、
前
述
の

よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
、
県
内
の
環
境
関
連

産
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
戦
略
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
参
考
と
す
る

た
め
、
環
境
分
野
で
先
進
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
る
愛
知
県
の
状
況
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
に
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

知
の
拠
点
あ
い
ち

　

自
動
車
な
ど
の
製
造
業
が
盛
ん
な
愛
知
県

で
は
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
た

め
、
昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
は
大
問
題
で

あ
り
、
太
陽
光
な
ど
自
然
の
力
を
利
用
し
て

作
ら
れ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
重
要
な

解
決
方
法
で
あ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
産
業

の
柱
と
し
て
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
取
組
を
技

術
面
か
ら
支
え
て
い
る
の
が
、
２
０
０
５
年

知の拠点あいち

と
に
ど
う
や
ら
特
色
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

う
す
る
と
、
帯
広
市
の
役
割
は
何
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
「
十
勝
地
方
全
体
の
取
り
ま
と
め
、
情
報

収
集
・
発
信
が
主
な
役
割
と
な
り
ま
す
。
最

近
で
は
、
十
勝
地
方
と
し
て
、
農
林
水
産
省

の
『
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
』
に
申
請
を
行

い
、
採
択
と
な
り
ま
し
た
。」

　

補
助
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
当
課
と
し
て

も
、
情
報
力
の
大
切
さ
は
身
を
も
っ
て
知
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

十
勝
地
方
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

取
組
に
注
目
し
つ
つ
、
本
県
で
も
畜
産
系
バ

イ
オ
マ
ス
事
業
に
取
り
組
む
事
業
者
を
応
援

し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」
と
は

　

地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
原
料
生
産
か

ら
収
集
・
運
搬
、
製
造
・
利
用
ま
で
の

経
済
性
が
確
保
さ
れ
た
一
貫
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
し
た
産
業
創
出
と
地
域
循
環
型
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
強
化
に
よ
り
、
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
を
軸

と
し
た
環
境
に
や
さ
し
く
災
害
に
強
い

ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
を
目
指
す
地
域
。

 　

平
成
25
年
度
よ
り
、関
係
７
府
省（
内

閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林

水
産
省
、
経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環
境
省
）
が
共
同
で
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。

４　

県
内
の
状
況　

　

県
内
で
は
、
東
松
島
市
と
南
三
陸
町
、
そ

し
て
大
崎
市
の
３
市
町
が
「
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で
は
、
間
伐
材
や
食
品

廃
棄
物
、
下
水
汚
泥
や
廃
食
用
油
と
い
っ
た

地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
を
活

用
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、県
環
境
政
策
課
の
補
助
事
業（
３

Ｒ
新
技
術
研
究
開
発
支
援
事
業
）を
活
用
し
、

県
内
で
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
を
行
う
事
業
者
の
方
も
数
社
あ
り
ま
す
。

畜
産
系
バ
イ
オ
マ
ス
に
絞
れ
ば
、
次
の
２
社

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
農
事
組
合
法
人
蔵
王
フ
ァ
ー
ム

　
（
養
豚
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
家
畜
排
せ
つ

物
・
敷
料
の
滅
菌
乾
燥
炉
の
開
発
）

②
有
限
会
社
う
し
ち
ゃ
ん
フ
ァ
ー
ム

　
（
牛
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
熱
利
用
・
発
電
に

向
け
た
技
術
開
発
・
調
査
事
業
）

※
②
に
つ
い
て
は
、「EI N

O
W

 vol.2

」
に
て
紹
介

　

今
後
、
畜
産
農
家
の
生
産
量
が
増
加
さ
れ

る
際
に
は
、
ふ
ん
尿
処
理
は
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
畜
産
業
か
ら
排
出
さ
れ
る
ふ

ん
尿
を
こ
れ
ま
で
の
堆
肥
化
だ
け
で
な
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
利
用
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
県
で
は
、
情
報
発
信
や
補
助
事
業

な
ど
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
産
業
廃
棄
物
の

削
減
は
も
ち
ろ
ん
、
畜
産
業
の
発
展
に
も
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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と
し
て
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
エ
リ
ア

で
は
、
企
業
に
実
証
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提

供
す
る
こ
と
で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
技
術
の

実
用
化
を
支
援
す
る
ほ
か
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た
普
及

啓
発
も
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン

　

知
の
拠
点
に
続
い
て
立
ち
寄
っ
た
の
が
、

「
と
よ
た
エ
コ
フ
ル
タ
ウ
ン
」。

　

こ
こ
は
、「
ク
ル
マ
の
ま
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
る
豊
田
市
が
、
環
境
先
進
都
市
と
し
て

も
様
々
な
取
組
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
を
内

外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
情
報
発
信
拠
点
で
、

最
新
の
環
境
技
術
を
紹
介
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン

や
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）、

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
、
植
物
工
場
ユ
ニ
ッ
ト
な

ど
の
施
設
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
タ
ウ

ン
内
に
設
置
さ
れ
た
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
へ
の
実

際
の
水
素
充
填
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
市
で
は
、「
民
生
」「
交
通
」「
森
林
」「
産

業
」「
都
心
」
の
５
つ
を
重
点
取
組
分
野
に
位

置
づ
け
、
環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た
様
々
な

社
会
実
験
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
自
動

車
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

低
炭
素
社
会
の
具
現
化
に
も
官
民
を
挙
げ
て

積
極
的
に
取
り
組
み
、
環
境
産
業
の
活
発
な

展
開
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
意
志

を
こ
こ
で
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新エネ体験コーナー

に
開
催
さ
れ
た
「
愛
・
地
球
博
」
会
場
跡
地

に
愛
知
県
が
整
備
を
進
め
て
い
る
「
知
の
拠

点
あ
い
ち
」
で
あ
り
、
今
回
の
視
察
で
は
、

同
拠
点
に
立
地
す
る
「
あ
い
ち
産
業
科
学
技

術
総
合
セ
ン
タ
ー
」
と
「
あ
い
ち
シ
ン
ク
ロ

ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

企
業
目
線
で
の
支
援

　

ま
ず
、
県
の
研
究
機
関
で
あ
る
産
業
科
学

技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
内
各
地
の
技

術
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
大
学
の
研
究
シ
ー

ズ
を
企
業
の
事
業
化
に
つ
な
げ
る
共
同
研
究

の
場
の
提
供
や
高
度
計
測
分
析
機
器
に
よ
る

分
析
評
価
な
ど
を
実
施
。
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、「
低
環
境
負
荷
型
次
世
代
ナ
ノ
・

マ
イ
ク
ロ
加
工
技
術
の
開
発
」
と
題
し
、
航

空
機
や
自
動
車
へ
の
応
用
を
想
定
し
た
炭
素

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
の

穴
開
け
や
切
断
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
な
ど
の

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
の
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
は
、

地
元
の
公
益
財
団
法
人
が
県
の
補
助
と
産
業

界
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
運
営
し
て
い
る
国
内

で
８
番
目
と
な
る
放
射
光
施
設
。
円
形
の
電

子
加
速
器
に
よ
り
強
力
で
連
続
波
長
の
Ｘ
線

が
発
生
可
能
で
、
例
え
ば
充
放
電
中
の
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
電
極
材
料
の
結
晶
構
造

変
化
を
そ
の
場
で
分
析
す
る
と
い
っ
た
高
度

な
材
料
分
析
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
く
中
で
感
じ
た
の
は
、

い
ず
れ
の
セ
ン
タ
ー
で
も
、
共
通
す
る
基
本

ス
タ
ン
ス
は
企
業
目
線
に
立
っ
た
支
援
に
尽

き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
一
例
と

し
て
、
国
内
の
他
の
放
射
光
施
設
が
学
術
利

用
主
体
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
測
定
デ
ー
タ

の
公
開
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
あ

い
ち
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
光
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
企
業
や
中
小
企
業
、
産
学
連
携
に
よ
る
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
持
ち
帰
り

を
認
め
て
お
り
、
結
果
、
実
に
全
体
の
７
割

が
産
業
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
研
究
エ
リ
ア

　

さ
ら
に
、
知
の
拠
点
あ
い
ち
で
は
、
昨
年

度
ま
で
常
滑
市
に
設
置
し
て
い
た
「
あ
い
ち

臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
研
究
エ
リ
ア
」を
、

近
々
、
敷
地
内
へ
移
転
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
お
り
、
現
在
、
県
内
企
業
の
実
証
実
験
用

最
後
に

　

愛
知
県
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
の
大
企

業
を
抱
え
、
伝
統
的
に
産
業
界
の
存
在
感
や

発
言
力
が
強
い
土
地
柄
で
す
が
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
推
進
に
当
た
っ
て
県
の
研
究
開

発
拠
点
を
企
業
の
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

提
供
し
た
り
、自
治
体
と
企
業
が
一
体
と
な
っ

て
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
新
た
な
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢

に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
県
と
し
ま
し
て
も
、
環
境
を
単
に
「
守

る
べ
き
も
の
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
捉
え
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
企
業
、
特
に
県
内
企
業
の
皆
様

に
環
境
関
連
産
業
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
べ
く
、

今
後
と
も
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

タウン内の水素ステーション
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環
境
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ｉ

Ｃ
）
は
、
県
環
境
政
策
課
に
所
属
し
、
産
業

廃
棄
物
の
処
理
等
に
悩
ん
で
い
る
県
内
事
業

者
の
方
を
訪
問
し
、
課
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
日
々
の
訪
問
の
中
で
、
事
業
者

の
皆
様
か
ら
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
悩
み

に
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
廃
棄
物
の
処
理
コ
ス
ト
を
削
減
し
た
い
！

②
単
に
焼
却
し
て
い
た
廃
棄
物
を
有
効
活
用

し
た
い
け
ど
、
ど
こ
に
頼
め
ば
良
い
か
分

か
ら
な
い
…

③
県
外
処
理
を
や
め
て
、
県
内
処
理
す
る
こ

と
で
地
域
循
環
に
貢
献
し
た
い
！

④
県
環
境
政
策
課
の
補
助
金
を
使
い
た
い
け

ど
、
要
件
に
当
て
は
ま
る
か
分
か
ら
な
い

…

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
、
こ
う
し
た
悩
み
を
事
業
者
の

皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
支
援
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
本
誌
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
日
々
の
業
務

の
一
部
を
御
紹
介
し
ま
す
。

企
業
を
繋
ぐ
！

～
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
支
援
～

　

エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
、
近
隣
や
同
業
種

の
事
業
所
が
集
ま
っ
て
、
廃
棄
物
の
３
Ｒ
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
配
慮

活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
う
場
で
す
。

　

平
成
12
年
に
、
白
石
市
及
び
蔵
王
町
の
企

業
群
が
、
年
々
増
加
す
る
廃
棄
物
処
理
コ
ス

ト
や
環
境
管
理
の
仕
方
な
ど
の
情
報
交
換
を

行
う
場
を
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
各
地
に
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
15
の
地
域
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
３
つ
の
業
種
別
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ

り
、
参
加
事
業
所
は
１
１
７
事
業
所
に
の
ぼ

り
ま
す
（
平
成
28
年
２
月
現
在
）。

　

エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
活
動
内
容
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
廃
棄
物
の
共
同
回
収
に
よ
る
収
集
運
搬
費

の
削
減

②
参
加
事
業
所
間
の
情
報
交
換
に
よ
る
環
境

取
組
の
見
直
し

③
先
進
的
な
環
境
配
慮
事
業
者
の
視
察

④
地
域
に
お
け
る
環
境
教
育
・
活
動

⑤
同
・
異
業
種
と
の
情
報
交
換

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
、
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
自
立
的
な

組
織
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
エ
コ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
お
い
て
有
益
な
情
報
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
立
ち
上
げ
や

環
境
配
慮
活
動
の
参
考
と
な
る
事
業
所
の
視

察
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
調
整
役
と
し
て
幅
広

く
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

明
る
い
３
Ｒ
！

～
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ
」
の
紹
介
～

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ
」
は
、
県
環
境

政
策
課
で
公
開
し
て
い
る
３
Ｒ
に
関
す
る
情

報
サ
イ
ト
で
す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
県
内

の
リ
サ
イ
ク
ル
等
事
業
者
や
、
排
出
事
業
者

の
３
Ｒ
の
推
進
に
有
用
な
情
報
に
つ
い
て
、

収
集
し
た
結
果
を
公
表
し
、
産
業
廃
棄
物
の

３
Ｒ
の
推
進
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
企
業
訪
問
の
中
で
、「
県
内
の

処
理
業
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
携
わ
る
事
業
者
の

情
報
が
少
な
い
」
と
い
う
声
が
数
多
く
寄
せ

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
声
に
応
え
る
た
め

に
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
内
の
リ
サ
イ
ク
ル
等
事
業
者
の
情
報
を

数
多
く
提
供
で
き
る
よ
う
、
Ｅ
Ｉ
Ｃ
は
リ
サ

イ
ク
ル
等
事
業
者
の
方
の
事
業
所
に
伺
い
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ
」
へ
の
掲
載
希
望
を

確
認
し
、
登
録
申
請
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
報
公
開
を
進
め
る
こ
と
で
、

次
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
信
頼
性
や
透

明
性
を
高
め
る      

②
排
出
事
業
者
の
３
Ｒ
推
進
が
図
れ
る

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ
」
で
は
、
県
内

の
リ
サ
イ
ク
ル
等
事
業
者
の
取
り
扱
う
廃
棄

物
等
の
品
目
や
処
理
方
法
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
環
境
政
策
課
環
境
産
業
振
興
班

　

電
話
：
０
２
２
―
２
１
１
―
２
６
６
４

　

E-m
ail

：kankyoi@
pref.m

iyagi.jp

　

Ｈ
Ｐ
：

　

①
エ
コ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/

　

kankyo-s/eco-forum
.htm

l

　

②
リ
サ
イ
ク
ル
の
ス
ス
メ

　

http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/

　

kankyo-s/r-susum
e-top.htm

l

EIC が有益な情報を提供します。

リサイクル等事業者の現場を訪問し，
登録手続のお手伝いをします。

環
境
産
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
行
く
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３
Ｒ
に
は
、
優
先
的
に
進
め
て
い
く
順
位

付
け
が
あ
り
、
廃
棄
物
自
体
の
発
生
量
を
減

ら
す
「
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）」、
ま
だ

使
え
そ
う
な
も
の
を
繰
り
返
し
使
う
「
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）」、
使
い
終
わ
っ
た
も
の

を
も
う
一
度
資
源
に
戻
し
て
再
び
製
品
に
す

る「
リ
サ
イ
ク
ル（
再
資
源
化
）」の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
古
民
家
再
生
と

い
っ
た
大
規
模
な
３
Ｒ
事
業
を
行
う
古
遊
工

房
株
式
会
社
遊
佐
建
築
を
御
紹
介
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
の
訪
れ
る
鳴
子
温

泉
郷
。
そ
の
奥
、
中
山
平
温
泉
駅
の
側
に
古

遊
工
房
遊
佐
建
築
は
あ
り
ま
す
。

　

同
社
は
建
築
業
を
生
業
と
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
得
意
と
し
て
い
る
の
が
、
古
民
家

の
再
生
で
す
。
古
民
家
そ
の
も
の
の
良
さ
を

残
し
た
ま
ま
、
リ
フ
ォ
ー
ム
や
移
設
を
行
う

こ
と
が
同
社
の
売
り
で
、
平
成
27
年
度
に
は
、

４
件
の
古
民
家
再
生
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
宅
を
解
体
す
る
際
に
は
、
一
般
的
に
一

戸
あ
た
り
10
ト
ン
も
の
廃
材
が
発
生
し
ま

す
。
そ
の
多
く
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
経
て
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
の
再
生

利
用
に
は
、
廃
材
そ
の
も
の
の
排
出
量
を
最

大
限
ま
で
減
ら
す
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
廃
材
の
排
出
量
は
、
住
宅
の
解
体
方

法
に
よ
っ
て
大
き
く
違
い
ま
す
。
解
体
工
事

の
多
く
は
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
に
よ
り
、
全

て
を
一
緒
く
た
に
解
体
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
古
民
家
の
再
生
利
用
が
目
的
と
な
れ

ば
、
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
。
柱
な
ど
を
次
の

住
宅
に
活
か
す
た
め
、
丁
寧
に
解
体
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
廃
材
の

分
別
に
繋
り
、

木
材
と
い
う
メ

イ
ン
の
材
以
外

に
も
、
ガ
ラ
ス

な
ど
の
資
源
を

容
易
に
取
り
出

す
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

分
別
の
困
難
さ

が
減
り
、
再
生

利
用
が
可
能
な

資
源
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で

す
。

　

古
民
家
の
３

Ｒ
は
、
廃
棄
物

の
削
減
と
い
う

観
点
の
み
で
は

な
く
、
様
々
な

点
か
ら
も
そ
の

利
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

日
本
独
自
の

雰
囲
気
を
醸

木
の
温
か
さ
、
ぬ
く
も
り
を
取
り
戻
す
３
Ｒ

～
古
民
家
再
生
～　

古
遊
工
房 

株
式
会
社
遊
佐
建
築

し
出
す
古
民
家
は
、
そ
の
雰
囲
気
が
人
気
を

呼
び
、
最
近
で
は
、
カ
フ
ェ
や
居
酒
屋
な
ど

に
も
古
民
家
を
利
用
し
た
店
舗
が
見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
現
在
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な

い
貴
重
な
木
材
を
比
較
的
安
く
手
に
入
れ
ら

れ
る
こ
と
や
、
木
材
に
よ
る
調
湿
効
果
に
よ

り
快
適
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
る
と

い
う
の
が
、
古
民
家
再
生
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
遊
工
房
遊
佐
建
築
の
住
宅
で
は
、
薪
や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
も
見
ら
れ
ま

す
。
最
近
で
は
、
大
規
模
な
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
な
ど
の
取
組
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
小

規
模
な
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
術
と
し
て
住
宅
の

暖
房
や
調
理
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
の
ぬ
く
も
り
と
環
境
に
配
慮
し

た
古
民
家
再
生
事
業
は
、
日
本
古
来
の
木
造

建
築
の
文
化
や
伝
統
を
引
き
継
ぐ
３
Ｒ
と
い

う
、他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
取
組
と
し
て
、

今
後
も
期
待
で
き
ま
す
。

【事業概要】
建設業。古民家再生や自然住宅デザインの
ほか，新築・増改築なども行う。
【所在地】大崎市鳴子温泉字星沼77―47
【電　話】0229－ 87－ 2062
【ＵＲＬ】
http://www.koyu-kobo.co.jp/top.html

古遊工房
株式会社遊佐建築

再生前の古民家再生後の古民家

ぬくもりあふれる内装 解体の様子

みやぎ
エコ

トピック
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県政環境ニュース

宮
城
県
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

　

平
成
27
年
４
月
１
日
よ
り
、
東
日
本
大
震
災

後
、
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
た
環
境
情
報
セ
ン

タ
ー
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
の
皆
様
へ
の

環
境
教
育
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
た
施
設
と

し
て
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
新
た
な
視
点
で
魅
力
あ
る
施
設
に
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

積
極
的
な
御
訪
問
、
御
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

【
主
な
業
務
】

〇
環
境
に
関
す
る
図
書
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ソ
フ
ト
の

閲
覧
と
貸
出
、
講
師
紹
介

〇
展
示
用
環
境
パ
ネ
ル
の
貸
出

〇
環
境
学
習
用
資
機
材
の
貸
出

〇
環
境
学
習
や
環
境
教
育
に
つ
い
て
の
教
育

機
関
や
市
町
村
等
か
ら
の
相
談
受
付

〇
訪
問
学
習
受
入

〇
環
境
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〇
小
中
学
生
対
象
の
夏
休
み
環
境
学
習
教
室

開
催

　

こ
の
よ
う
な
環
境
学
習
に
対
し
て
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
御
相
談
下
さ
い
。

【
住
所
】

　

〒
９
８
３
―
０
８
３
６

　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
四
丁
目
７
―
２

【
電
話
】　

　

０
２
２
―
３
５
２
―
３
８
６
１
（
代
表
）

　

宮
城
県
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
を

　

派
遣
し
ま
す
！

環
境
の
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

●
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
と
は

　

環
境
教
育
や
環
境
保
全
活
動
を
目
的
と
し
て
開

催
す
る
講
習
会
や
学
習
会
等
に
お
い
て
講
演
や
指

導
助
言
を
行
う
者
で
、知
事
が
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

●
派
遣
に
係
る
費
用

　

環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
の
謝
金
・
旅
費
は
県
が

負
担
し
ま
す
。（
会
場
費
や
資
料
代
等
は
主
催

者
側
で
御
負
担
く
だ
さ
い
。）

●
派
遣
の
条
件

　

個
人
・
団
体
等
を
問
わ
ず
、
概
ね
10
人
以
上

が
集
ま
れ
ば
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
（
会
社
、
市
民
団
体
、
学
校
、
自
治
会
な
ど
）

※
営
利
目
的
や
宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と
し

た
場
合
は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
方
法

　

各
申
込
窓
口
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp/soshiki/
kankyo-s/

）

環境情報センター玄関

夏休み環境学習教室

こんなときに

派遣先地域区分 申込窓口 所在地 電　話
白石市・角田市・刈田郡・柴田郡・伊具郡 仙南保健所 環境廃棄物班 柴田郡大河原町字南 129-1 0224 （53）3118
仙台市内 保健環境センター 企画総務部 仙台市宮城野区幸町 4-7-2 022（352）3861　
塩竈市・多賀城市・宮城郡・黒川郡 塩釜保健所 環境廃棄物班 塩釜市北浜 4-8-15 022（363）5506　
名取市・岩沼市・亘理郡 塩釜保健所岩沼支所 環境廃棄物班 岩沼市中央 3-1-18 0223（22）6295　
栗原市・大崎市・加美郡・遠田郡 大崎保健所 環境廃棄物班 大崎市古川旭 4-1-1 0229（87）8002　
石巻市・登米市・東松島市・牡鹿郡 石巻保健所 環境廃棄物班 石巻市東中里 1-4-32 0225（95）1418　
気仙沼市・本吉郡 気仙沼保健所 環境廃棄物班 気仙沼市東新城 3-3-3 0226（22）5127　

＜各申込窓口＞
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業務用冷凍空調機器の適正な管理が義務化されました
　

エ
ア
コ
ン
や
冷
凍
・
冷
蔵
庫
な
ど

に
冷
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
フ

ロ
ン
類
を
大
気
中
に
漏
出
さ
せ
な
い

た
め
の
対
策
は
、
オ
ゾ
ン
層
保
護
の

み
な
ら
ず
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

に
も
大
変
重
要
で
す
。

　

国
の
調
査
で
、
使
用
中
の
機
器
か

ら
相
当
量
の
フ
ロ
ン
類
が
漏
え
い
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、
平

成
27
年
４
月
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
た

「
フ
ロ
ン
排
出
抑
制
法
」
で
は
、
フ

ロ
ン
類
対
策
の
取
組
が
包
括
的
に
見

直
さ
れ
、
業
務
用
の
冷
凍
冷
蔵
機
器

や
空
調
機
器
の
所
有
（
管
理
）
者
に

対
し
、
機
器
の
点
検
や
一
定
量
以
上

※
１
の
フ
ロ
ン
類
を
漏
え
い
さ
せ
た

場
合
の
漏
え
い
量
等
の
報
告
に
つ
い

て
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
重
要
な
項
目
と
し
て
、
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
管
理
者
の
管
理
意

識
を
高
め
、
機
器
の
使
用
時
に
フ
ロ

ン
類
を
漏
出
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
機
器
管
理
に
係
る
「
管
理
者
の

判
断
基
準
※
２
」が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
機
器
の
適
切
な

場
所
へ
の
設
置
及
び
適
正
な
使
用
環

境
の
維
持
、
②
機
器
の
点
検
、
③
整

備
時
の
繰
返
し
充
塡
の
禁
止
、
④
整

備
に
係
る
記
録
・
保
存
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
管
理
者
の
判
断
基
準
」
で
定
め

る
機
器
の
点
検
は
、
全
て
の
業
務
用

冷
凍
空
調
機
器
に
つ
い
て
、「
簡
易

点
検
」
を
３
か
月
に
１
回
以
上
行
う

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
圧
縮
機
に
用
い
ら
れ
る

電
動
機
の
定
格
出
力
が
７
・
５
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
上
の
機
器
に
つ
い
て
は
、

「
十
分
な
知
見
を
有
す
る
者
※
３
」
に

よ
る
「
定
期
点
検
」
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
修
理
を
し
な
い
ま
ま
フ

ロ
ン
類
の
充
塡
を
繰
り
返
す
こ
と（
繰

返
し
充
塡
）
が
原
則
と
し
て
禁
止
さ

れ
ま
し
た
の
で
留
意
願
い
ま
す
。

　

以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
、
管
理
者

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
業
務

用
冷
凍
空
調
機
器
の
点
検
を
適
切
に

実
施
い
た
だ
き
、
機
器
の
適
正
な
管

理
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
１　

事
業
者
全
体
で
の
フ
ロ
ン
類

の
算
定
漏
え
い
量
が
各
年
度
千
ト

ン–
CO

2

以
上
の
場
合

※
２　
「
管
理
者
の
判
断
基
準
」
に

違
反
し
、
都
道
府
県
知
事
の
命
令

に
従
わ
な
か
っ
た
場
合
、
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
３　

フ
ロ
ン
類
の
性
状
及
び
取
扱

い
の
方
法
並
び
に
エ
ア
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
及
び
冷
凍
冷
蔵
機
器
の

構
造
及
び
運
転
方
法
に
つ
い
て
十

分
な
知
見
を
有
す
る
者

点　検 点検内容 点検頻度 記録事項 点検実施者

【簡易点検】
全ての第一種特定製品

（業務用冷凍空調機器）

・冷凍・冷蔵機器の庫内温度
・異音，製品外観（配管を含む。）

の損傷，腐食，錆び，油にじみ，
熱交換機の霜付き等の冷媒漏
えいの徴候の有無

３か月に１回以上 ・点検年月日
・実施の有無 実施者の具体的な制限

なし

（上乗せ）
【定期点検】
うち，圧縮機
電動機定格出力
7.5kW 以上の機器

・機器の異音，外観検査などを
実施

・直接法や間接法による専門的
な冷媒漏えいの検査

○エアコンディショナー
　7.5kW 以上 50kW 未満
　　　　　　 ⇒ 3 年に 1 回以上
　50kW 以上 ⇒ 1 年に 1 回以上
○冷凍・冷蔵機器
　7.5kW 以上⇒ 1 年に 1 回以上

・点検年月日
・実施者の氏名
・内容及びその結果

十分な知見を有する者
（社外・社内を問わない）

法で定める点検義務について

※これらの他にも，規制対象の機器には，「冷水機」や「工業用の大型冷凍機（ターボ冷凍機）」などがあります。
※所有機器がこの法律の対象となるか不明な場合は，機器メーカーやメンテナンス業者へお問い合わせください。

フロン排出抑制法による規制対象の機器と用途（一例）

■飲食店で

■オフィスで

■スーパーで
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水素社会先駆けの地を目指して
―みやぎ水素エネルギーシンポジウムの開催―

　

地
球
温
暖
化
や
化
石
燃
料

の
枯
渇
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

る
「
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の

利
活
用
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

県
で
は
、
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
用
性
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
去
る
11

月
20
日
（
金
）
に
仙
台
勝
山

館
で
「
み
や
ぎ
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
初

め
て
開
催
し
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は

じ
め
に
主
催
者
を
代
表
し
て

村
井
知
事
か
ら
「
宮
城
県
は

『
東
北
に
お
け
る
水
素
社
会

先
駆
け
の
地
』
を
目
指
す
。

生
活
に
身
近
な
燃
料
電
池
自

動
車
を
宮
城
県
が
東
北
で
一

番
に
普
及
さ
せ
、
宮
城
県
か

ら
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
認
知

度
や
利
活
用
の
機
運
を
高

め
、
東
北
全
体
の
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
促
進
さ

せ
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

続
く
基
調
講
演
で
は
、
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
関
す

る
第
一
人
者
で
あ
る
九
州
大

学
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
セ

ン
タ
ー
長
の
佐
々
木
主
幹
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
全
国
の
取
組
や
今
後
の
展
望

な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
の
中
で
は
、「
本
格
的
な
水
素
社
会

の
実
現
に
向
け
、
宮
城
県
が
東
北
に
お

け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
の
拠
点

に
な
っ
て
欲
し
い
。」
と
の
本
県
へ
の

期
待
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
佐
々
木
主
幹
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
東
北
大
学
大

学
院
環
境
科
学
研
究
科
の
和
田
山
教
授

を
は
じ
め
、
水
素
供
給
事
業
国
内
最
大

手
の
岩
谷
産
業
株
式
会
社
か
ら
は
宮
崎

様
、
燃
料
電
池
自
動
車
を
世
界
に
先
駆

け
て
商
用
販
売
さ
れ
た
ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社
か
ら
は
河
合
様
、
低
炭
素
の

水
素
社
会
を
目
指
し
た
製
品
開
発
に
取

り
組
む
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
か
ら

は
岡
本
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
大
学

や
各
企
業
に
お
け
る
優
れ
た
取
組
を
分

か
り
や
す
く
御
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
県
内
に
お
け
る
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
に
向
け
た
御
意
見
や
御
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
田
山
教
授
か
ら
は
、「
東
北
に
豊

富
に
存
在
す
る
地
熱
な
ど
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
水
素
を
製
造

す
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

が
理
想
的
な
姿
。
今
後
も
宮
城
県
の
水

素
利
活
用
の
応
援
団
と
し
て
協
力
し
て

い
き
た
い
。」
と
の
力
強
い
エ
ー
ル
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、

98
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
て
水
素
へ
の
理
解
が
大
変

深
ま
っ
た
・
深
ま
っ
た
」
と
回
答
し
、

97
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
「
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
は
大
変
良
い
・
良
い
」
と

回
答
し
て
い
る
な
ど
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
が
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解

に
向
け
た
第
一
歩
に
な
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
県
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
加
え
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
で
も
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
説
明
の
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、

県
が
導
入
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
県
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た

試
乗
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
燃
料
電
池

自
動
車
を
「
見
て
」、「
触
れ
て
」、「
乗
っ

て
」
い
た
だ
け
る
よ
う
な
機
会
を
数
多

く
設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
◆
◆
◆

　

県
で
は
水
素
の
有
用
性
、
安
全
性
に

つ
い
て
の
解
説
や
県
の
取
組
を
紹
介
す

る
た
め
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
詳
細
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。　

●
お
問
い
合
わ
せ
先

県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

電
話
：
０
２
２
―
２
１
１
―
２
６
８
３

E-m
ail

：saiseih@
pref.m

iyagi.jp

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.pref.m
iyagi.jp/

soshiki/saisei/m
iyagi-hyenergy.

htm
l

MIRAI（トヨタ自動車株式会社） FCXクラリティ（本田技研工業株式会社）

パネルディスカッションの様子
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■ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ス
ト
削
減

　

 

実
践
支
援
事
業

　

例
年
非
常
に
人
気
が
高
い
事
業
で
、
平
成

27
年
度
は
予
算
額
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま

し
た
が
、
導
入
設
備
の
大
半
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

と
な
っ
て
お
り
、
高
効
率
ボ
イ
ラ
ー
や
高
効

率
エ
ア
コ
ン
な
ど
、
比
較
的
投
資
規
模
が
大

き
く
、
補
助
が
な
い
と
導
入
が
進
み
に
く
い

省
エ
ネ
設
備
に
は
あ
ま
り
予
算
が
回
っ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
は
、
現

在
全
設
備
で
一
律
と
な
っ
て
い
る
補
助
率
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
関
し
て
若
干
抑
え
る
こ
と
に

よ
り
、
導
入
さ
れ
る
設
備
の
多
様
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

環
境
政
策
課
　
事
業
者
向
け
補
助
金

平
成
28
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
県
内
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
産
業

廃
棄
物
の
３
Ｒ
推
進
を
目
的
と
し
た
各
種
補
助
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
設
備
の
導
入
を
は
じ
め
、
新
技
術
の
研
究
開
発
、
実
証

試
験
、
事
業
化
に
向
け
た
調
査
・
検
討
、
製
品
の
販
路
開
拓
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
毎

年
度
、
そ
れ
ま
で
の
取
組
成
果
や
課
題
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
制
度
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
事
業
を
振
り
返
る
と
、
例
年
ど
お
り
省
エ
ネ
や
新
エ
ネ
な
ど
の
設
備
導
入
補

助
に
人
気
が
集
ま
る
一
方
で
、
導
入
さ
れ
る
設
備
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
太
陽
光
発
電
に
偏
重
し
た

り
、
研
究
開
発
や
実
証
・
検
討
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
的
な
取
組
が
や
や
手
薄
に
な
っ
た
り
な
ど
の

課
題
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
環
境
政
策
課
で
は
、
現
在
、
よ
り
実
施
効
果
が
高
く
、
事
業

者
の
皆
様
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の
よ
い
補
助
事
業
と
な
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
平
成
28
年
度
に

向
け
て
進
め
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
方
向
性
を
紹
介
し
ま
す
。

＊
な
お
、本
稿
は
、平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
が
議
会
の
審
議
を
経
て
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
お
り
、予
算
が
成
立
し
な
か
っ

た
場
合
は
補
助
金
の
交
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
実
施
内
容
に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま
で
も
現
在
の
予
定
で
あ
り
、
予
告
な
く
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
算
が
成
立
し
た
場
合
、
平
成
28
年
４
月
下
旬
以
降
に
公
募
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

申
請
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
際
に
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
各
補
助
金
の
募
集
要
項
等
を
必
ず
御
覧
く
だ
さ
い
。

特　集

■ 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入

　

 

支
援
事
業

　

こ
ち
ら
も
例
年
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
い

て
い
る
事
業
で
す
が
、
従
来
か
ら
太
陽
光
発

電
、
特
に
固
定
価
格
買
取
制
度
上
有
利
な
全

量
売
電
型
へ
の
偏
重
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
も
29
件
の
採
択
事
業
中

28
件
が
太
陽
光
発
電
で
、
そ
の
う
ち
18
件
が

全
量
売
電
型
で
し
た
。

　

県
と
し
て
は
、
多
様
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
引
き
続

き
太
陽
光
発
電
以
外
の
設
備
へ
の
支
援
強
化

を
図
る
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

系
統
電
力
へ
の
連
系
に
伴
う
出
力
抑
制
な
ど

の
影
響
を
受
け
に
く
い
自
家
消
費
型
（
特
に

蓄
電
池
を
併
設
す
る
タ
イ
プ
）
や
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
に
資
す
る
県
内
産
パ
ネ
ル
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の
使
用
に
対
す
る
優
遇
措
置
を
よ
り
明
確
に

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■ 

産
学
官
結
集
型

　

 

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

み
や
ぎ
創
造
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　

こ
の
事
業
で
は
、
産
（
事
業
者
）、
学
（
大

学
な
ど
）、
官
（
市
町
村
な
ど
）
が
連
携
し

て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
環
境

負
荷
低
減
の
地
域
づ
く
り
を
行
う
場
合
に
、

１
件
５
０
０
万
円
を
限
度
と
し
た
単
年
度
の

補
助
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
申
請
案
件
を
見

る
と
、
当
初
想
定
し
て
い
た
よ
う
な
地
域
づ

く
り
を
目
的
と
す
る
調
査
・
検
討
な
ど
の
ソ

フ
ト
的
な
取
組
か
ら
、
事
業
者
主
体
に
よ
る

設
備
の
実
証
試
験
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
安
定

供
給
体
制
構
築
な
ど
、
比
較
的
予
算
規
模
が

大
き
く
、
単
年
度
で
終
え
る
こ
と
が
難
し
い

事
業
に
ま
で
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
と
し
て
は
、
環
境
関
連
産
業

振
興
の
観
点
か
ら
も
、
こ
う
し
た
事
業
者
主

体
や
産
学
連
携
に
よ
る
取
組
を
全
面
的
に
支

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
本
事
業
の
ス
キ
ー
ム
を
大
幅
に
見
直
す

こ
と
と
し
、
対
象
事
業
の
範
囲
拡
大
や
事
業

実
施
期
間
の
延
長
、
補
助
限
度
額
の
引
き
上

げ
、
外
部
有
識
者
に
よ
る
事
業
評
価
な
ど
を

実
施
す
る
方
向
で
現
在
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。

■ 

３
Ｒ
系
補
助
事
業

　

一
方
、産
業
廃
棄
物
の
３
Ｒ
に
関
し
て
は
、

み
や
ぎ
産
業
廃
棄
物
３
Ｒ
等
推
進
設
備
整
備

事
業
、
３
Ｒ
新
技
術
研
究
開
発
支
援
事
業
、

再
生
資
源
等
有
効
活
用
推
進
事
業
な
ど
を
通

じ
て
、
事
業
者
に
よ
る
廃
棄
物
の
リ
デ
ュ
ー

ス
（
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を
支
援
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
廃

棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
活
用
し
よ
う

と
す
る
取
組
を
よ
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
畜
産
業
か
ら

排
出
さ
れ
る
家
畜
ふ
ん
尿
に
つ
い
て
、
従
来

ど
お
り
堆
肥
化
し
て
農
家
に
販
売
す
る
だ
け

で
な
く
、
新
た
な
技
術
に
よ
り
ふ
ん
尿
を
発

酵
・
乾
燥
さ
せ
て
燃
料
化
す
る
こ
と
で
、
ボ

イ
ラ
ー
へ
の
投
入
を
通
じ
た
熱
回
収
や
固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
る
売
電
を
視
野
に
入
れ

た
発
電
に
も
活
用
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

県
と
し
て
、
事
業
者
の
こ
う
し
た
新
た
な

取
組
を
支
援
し
、
県
内
の
他
地
域
へ
の
展
開

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
廃
棄
物
の
削
減

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
利
活
用
を
通
じ
て
、
環

境
負
荷
の
低
減
と
環
境
関
連
産
業
の
振
興
に

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
補
助
事
業
に
お
い
て
、
太

陽
光
発
電
設
備
の
採
択
が
多
い
中
、
太
陽
光

発
電
だ
け
で
な
く
地
中
熱
利
用
設
備
も
導
入

し
た
事
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宮
城
県
は
地
中
熱
利
用
設
備
の
運
用
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
な
ど
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
地
中
熱
利

用
設
備
の
普
及
率
は
、
ま
だ
あ
ま
り
高
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
積
極
的
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
に
取
り
組
ん
だ
マ
ル
チ
プ
ラ
イ
株
式
会

社
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

す
べ
て
は
建
物
の
健
康
の
た
め
に

～
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
と
し
て
～

　

仙
台
市
宮
城
野
区
扇
町
。
倉
庫
が
建
ち
、

ト
ラ
ッ
ク
が
行
き
交
う
工
業
地
域
に
マ
ル
チ

新エネルギー設備導入
支援事業の事例紹介

対 象 者：県内に事業所を有する事業者
対象設備：太陽光発電、バイオマス発電、
　　　　　地中熱利用、ガスコージェネレーション、
　　　　　蓄電池など
補 助 率：２分の１以内（補助上限あり）
＊設備によって補助上限額、補助率が変わります。

新エネルギー設備
導入支援事業

太陽光発電設備
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プ
ラ
イ
株
式
会
社
の
本
社
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ル
は
、
中
古
物
件
を
省
エ
ネ
・
新

エ
ネ
に
対
応
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の

で
、
一
見
す
る
と
普
通
の
３
階
建
て
の
建
物

に
見
え
ま
す
が
、そ
の
内
実
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
費
を
で
き
る
だ
け
削
減
し
た
、
県
内
で

も
画
期
的
な
ビ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
設
備
が
立
ち
並

び
、
駐
車
場
地
下
に
は
地
中
熱
利
用
の
た
め

の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
の
採
熱
用
配
管

が
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル
内
の
空
調
設

備
の
一
部
は
、
地
中
熱
を
利
用
し
た
高
効
率

エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
て
お
り
、
壁
の
断
熱
材

も
通
常
の
二
倍
厚
、
更
に
は
、
窓
の
サ
ッ
シ

も
三
重
に
し
て
断
熱
効
果
を
高
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
ビ
ル
で
は
、
自
社
で
取
り

扱
う
殺
菌
・
消
毒
・
消
臭
効
果
の
あ
る
「
Ｎ

Ｔ
ク
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
」
と
い
う
Ｃ
Ｃ
Ｆ
Ｌ

（
冷
陰
極
蛍
光
灯
）
照
明
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
省
エ
ネ
照
明
器
具
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
効
果
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
同
等
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

同
社
は
、
総
合
ビ
ル
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
ビ
ル
管
理

会
社
と
い
う
と
、
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
と
、
ビ

ル
の
各
設
備
担
当
会
社
の
間
に
入
っ
て
仲
介

業
務
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
オ
ー
ナ
ー

の
意
思
が
建
物
に
反
映
さ
れ
づ
ら
く
、
設
備

の
担
当
者
間
で
の
つ
な
が
り
も
な
い
た
め
、

作
業
時
期
な
ど
の
不
都
合
が
生
じ
や
す
い
な

ど
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
社

で
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
各
設
備
ま
で
す

べ
て
を
一
括
し
て
保
守
、管
理
す
る
こ
と
で
、

確
実
に
、
効
率
良
く
、
ビ
ル
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

社
長
の
五
十
嵐
弘
人
氏
は
、こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
当
社
は
、
例
え
る
な
ら
ば
、
総
合
診
療

で
き
る
町
の
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
人
で
い
う
健
康
診
断
が
、
建
物
で
は
定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
当
た
り
ま
す
。
当
社
が

目
指
す
の
は
、
健
康
建
物
創
造
業
で
す
。
県

内
で
も
古
い
ビ
ル
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
古
い
も
の
に
は
古
い
も
の
な
り
の

味
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
消
防
設
備
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
備
、
そ
し
て
、
耐
震
性

な
ど
は
使
用
す
る
人
の
命
に
直
結
す
る
も
の

な
の
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
き
ち
ん
と
や
ら

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
資
金

が
必
要
で
す
が
、資
金
不
足
と
い
う
理
由
で
、

そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
が

多
い
の
も
現
状
で
す
。
そ
れ
で
は
健
康
な
建

物
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
省
エ
ネ
や

新
エ
ネ
設
備
な
ど
を
取
り
入
れ
、
建
物
の
価

値
を
創
造
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
削
減

で
き
れ
ば
、
浮
い
た
お
金
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

資
金
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
べ
て
は

建
物
の
健
康
の
た
め
。
ぜ
ひ
こ
の
新
し
い
ビ

ル
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
県
内
に
広
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

さ
ら
に
、

　
「
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
地
域
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
中
小
企
業
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し
た

ら
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
か
な
り
変

わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
二
酸
化
炭
素
削
減

率
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
自
ら
が
率
先
し
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。」

と
話
す
五
十
嵐
社
長
。

　

一
見
、
無
機
質
に
見
え
る
省
エ
ネ
・
新
エ

ネ
設
備
で
す
が
、
単
純
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削

減
し
た
り
生
み
出
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
建
物
に
価
値
を
与
え
る
こ
の
よ
う
な
取

組
も
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
は
誰
し
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
し
で
は
生
活

し
て
い
け
ま
せ
ん
。
今
一
度
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
い
方
を
見
直
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

次
々
と
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

五
十
嵐
社
長
。
こ
の
よ
う
な
取
組
が
、
補
助

事
業
を
活
用
し
な
が
ら
県
内
事
業
者
の
皆
様

に
も
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

地
中
熱
利
用
設
備

　

地
中
熱
と
は
、
地
表
か
ら
お
お
よ
そ

２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
の
地
中

に
あ
る
熱
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
深
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
深
の
地
中
温

度
は
季
節
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
約
10
～
15

度
で
安
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
安
定
し

た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
中
か
ら
取
り
出

し
、
冷
暖
房
や
給
湯
、
融
雪
な
ど
に
利

用
す
る
こ
と
を
「
地
中
熱
利
用
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

地中熱利用設備

【事業概要】
ビル管理事業。
「各設備をすべて一括して保守，
管理することで，建物を長く有効
に活用できます。」
【所在地】仙台市宮城野区

扇町三丁目４―23
【電　話】022－ 236－ 1120
【ＵＲＬ】http://www.multiply.jp/

マルチプライ株式会社

マルチプライの皆さん。前列中央が五十嵐社長。
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●廃棄物削減と省エネセミナー●
　製造工程のムダをなくすことは，製造時に発生する廃棄物の削減や省エネにつながる有効な手段であると考えられる
ことから，製造工程の改善に焦点を当てたセミナーを今年度初めて開催しました。
　業種別で産業廃棄物排出量が最も多い製造業は，宮城県の総排出量 1,116 万 8 千トンの 36.9％を占めています。
　平成 27 年 11 月 26 日に開催されたセミナーでは，製造工程を見直し，製造におけるロスを削減することで廃棄物の削
減を図るとともに，工程におけるムリ・ムラ・ムダを省くことで省エネにつながる取組について，実際に取り組まれて
いる県内事業者の４社の皆様から紹介していただきました。
事例紹介

　　・株式会社阿部蒲鉾店「蒲鉾製造工程におけるロス削減」
　　・農事組合法人高清水養豚組合「リサイクル飼料のロス節減」
　　・キョーユー株式会社「環境に優しい製造工程の構築」
　　・三丸化学株式会社「溶剤精製工場の省エネ活動」
　県内企業の皆様の３Ｒや省エネの取組については，ウェブマガジン

「みやぎ環境 e- NEWS」の「おらほの会社の３Ｒ」でも御紹介しており
ますので，ぜひ御覧ください。
■みやぎ環境e-NEWS
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kankyo-s/miyagikankyo-e-news.html
■おらほの会社の３Ｒ
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kankyo-s/r-susume-haisyutsu.html

セミナーの様子。EICも講師として工程のムダ取りについて
説明しました。

●建設業セミナー●
　県内における建設業の産業廃棄物の排出量は，製造業
に次いで２番目に多く，全体の約３割を占めています。
排出量のうち，その多くは脱水や焼却など中間処理され，
減量化や再生利用されていますが，建設業からでる産業
廃棄物についてはリサイクル率が高いものの，最終処分
量に占める割合も 46.4％と高くなっています。最終処分
されている廃棄物の中には，分別や加工をすることで，
まだまだ有効利用できるものがあります。
　県では，建設業の産業廃棄物の３Ｒを推進するため，
宮城県建設業協会との共催により，毎年，３Ｒセミナー
を実施しています。
　平成 27 年 10 月 22 日に建設産業会館において開催され
た「建設業セミナー」では，建設廃棄物の適正な処理に
関して，関係法律の説明を行ったほか，循環型資源の利
活用として環境に配慮した製品である「宮城県グリーン
製品」の紹介，複数企業が集まって３Ｒ推進を目指し活
動している建
設 仙 台 エ コ
フォーラムの
紹介，県内企
業による補助
事業の活用事
例の紹介を行
いました。

セミナーの様子。建設廃棄物も分別することでま
だまだ利用が可能です。

●食品業３Ｒセミナー●
　平成 27 年７月 29 日，県内の食品加工事業者を対象に，
食品残さを活用したエコフィードをテーマとした「食品
加工事業者エコフォーラム関連会議」を開催しました。
昨年度に引き続き２回目となる今回は，自社の店舗から
発生する食品残さを自らエコフィード化しているみやぎ
生活協同組合リサイクルセンターを視察しました。この
取組は，これまでの電気式熱風乾燥機による堆肥化から
乳酸発酵によるエコフィード化に変更したことで，惣菜
や日配類の食品残さを活用できるようになったほか，電
気使用量が堆肥化時と比較して月平均 70％も削減でき，
産業廃棄物の利活用の向上のみならず，二酸化炭素の削
減にも貢献した取組となっています。
　みやぎ生協リサイクルセンターでは，エコフィード製
造のほか，各店舗から排出される段ボールや古紙，廃プ
ラスチック類の処理も行われており，効率的に処理が行
われていました。

エコフィード製造装置について説明を受ける参加者。店頭
で売れ残った食品が豚の餌として生まれ変わります。

　県では，企業の皆様の産業廃棄物の３Ｒや省エネ等の推進のため，環境産業コーディネーターが中心となり，業種別
のセミナーを企画し，開催しています。セミナーでは，各種テーマに関する県内企業の事例紹介のほか，環境政策課の
事業者向け補助事業の説明や補助事業活用事例の紹介などを行っております。

業種別セミナーの開催報告
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平
成
28
年
度
に
実
施
予
定
の
補
助
事
業
に
つ
い

て
、
実
際
に
補
助
金
を
利
用
し
た
事
業
者
の
方
の
活

用
事
例
を
交
え
て
御
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時

　

平
成
28
年
３
月
９
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

●
場
所

　

宮
城
県
行
政
庁
舎
２
階　

講
堂

あ
と
が
き

屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
、
並
べ
て
あ
る
本
や

雑
誌
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
眺
め
て
い
る
と
、
カ

フ
ェ
に
関
す
る
本
や
特
集
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

な
か
で
も
、
古
民
家
カ
フ
ェ
は
趣
が
あ
り
、
目
を

引
き
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
と
と
も
に
、
な
ん
と
な
く

懐
か
し
い
雰
囲
気
も
味
わ
え
る
古
民
家
カ
フ
ェ
。

そ
ん
な
カ
フ
ェ
巡
り
も
楽
し
そ
う
で
す
。

本

平
成
28
年
度

　
補
助
事
業
紹
介
セ
ミ
ナ
ー
の

お
知
ら
せ

昨年度のセミナーの様子。多くの方にお集まりいただきました。

　

古
民
家
を
再
生
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
本
誌

で
取
り
上
げ
た
３
Ｒ
と
は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
視
点

の
３
Ｒ
事
業
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
取
組
も
、

廃
棄
物
の
削
減
と
再
利
用
に
貢
献
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

を
運
転
し
て
い
る
と
道
路
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
地
域
を
い
く
つ
か
見
か
け
ま
す
。

い
つ
で
き
る
の
か
、
こ
の
道
路
が
出
来
た
ら
便
利
だ

な
と
思
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
の
で
す
が
、
道
路

を
通
り
す
ぎ
れ
ば
記
憶
も
頭
か
ら
通
り
過
ぎ
、
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
新
規
の
道
路
工
事
で
は
、
高
く
盛
ら

れ
て
い
る
道
路
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
材
料
が
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
く
る
の
か
気
に
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
３
Ｒ
系
の
補
助
事

業
に
関
わ
る
こ
と
で
、
道
路
の
盛
土
材
に
は
、
山

砂
な
ど
の
バ
ー
ジ
ン
材
だ
け
で
は
な
く
、
住
宅
の

解
体
廃
棄
物
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
料
も
ふ
ん
だ

ん
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
少

し
目
を
向
け
て
み
れ
ば
様
々
な
業
種
で
リ
サ
イ
ク

ル
材
料
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
製
品
に
リ

サ
イ
ク
ル
材
料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
気
に
し
て

み
る
と
、
少
し
ず
つ
３
Ｒ
に
興
味
が
湧
い
て
き
ま

す
。
ゴ
ミ
の
削
減
、
有
効
活
用
に
向
け
て
、
事
業

者
の
方
の
大
き
な
取
組
だ
け
で
は
な
く
、
個
人
の

方
も
参
考
に
で
き
る
よ
う
な
小
さ
な
取
組
も
御
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
内
容

①
環
境
政
策
課
が
所
管
す
る
産
業
廃
棄
物
税
及

び
み
や
ぎ
環
境
税
を
活
用
し
た
事
業
者
向
け

補
助
事
業
の
紹
介

②
過
年
度
補
助
事
業
採
択
者
の
事
例
紹
介
な
ど

●
申
込
方
法

Ｈ
Ｐ
よ
り
申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
又
は
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
Ｈ
Ｐ

　

http://w
w

w
.pref.m

iyagi.jp//soshiki

　

/kankyo-s/h28-sem
inar.htm

l

●
連
絡
先

　

県
環
境
政
策
課
環
境
産
業
振
興
班

　

電
話
：
０
２
２
―
２
１
１
―
２
６
６
４

　
E-m

ail

：kankyoi@
pref.m

iyagi.jp

車


